考古学博物館 by 島田,和高
1　2003年度の活動報告
4　考古学博物館 学芸員　島田　和高
（1）教育・普及
①博物館公開講座「考古学ゼミナール」
　　日本列島北端の地、北海道からはじまった「地域の考古学シリーズ」は本年度で
　近畿地方へと展開してきた。「近畿地方の考古学」では、弥生時代と古墳時代に特に
　重要なテーマが数多く存在するために、春季と秋季の2回にまたがる連続講座を企
　画し、合計10講義を開講した。前年度に引き続き、企画と広報の一部を考古学博物
　館が担当し、事務局業務の大半をリバティ・アカデミーへ移管した体制で実施され
　た。
　　第33回公開講座「近畿地方の考古学PART　1」　5月30日～6月　27日
　　延べ754名
　　　第1講「二上山サヌカイトの利用」佐藤良二：二上山博物館／第2講「大川遺
　　　跡と縄文時代のはじまり」松田真一：橿原考古学研究所／第3講「近畿地方に
　　　おける縄文時代晩期社会とその変容」高橋龍三郎：早稲田大学／第4講「銅鐸
　　　と弥生社会」橋本裕行：橿原考古学研究所／第5講「卑弥呼から壱与ヘー近畿・
　　　3世紀の新歴史像」森岡秀人：芦屋市教育委員会
　　第34回公開講i座「近畿地方の考古学PART　2」　10月31日～11H　28日
　　延べ642名
　　　第1講「ヤマト王権の確立」佐々木憲一：明治大学／第2講「舶載鏡と倣製鏡」
　　　森下章司：大手前大学／第3講「群集墳の時代」和田晴吾：立命館大学／第4
　　　講「都城の成立と変遷」田辺征夫：奈良文化財研究所／第5講「律令国家にお
　　　ける生産とその体制」松村恵司：奈良文化財研究所
②博物館実習生の受け入れ
　　館務実習：明治大学28名・創価大学2名・専修大学1名
　　見学実習：お茶の水女子大学13名
③特別展および関連事業（註：一連の経過として2004年度を含む）
　　明治大学博物館リニューアルオープン記念特別展「韓国スヤンゲ遺跡と日本の旧
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石器時代」は、韓国国立忠北大学校博物館との共催で2001年度から準備が進められ
ている。4力年計画で予算が計上されており、2002年度中には、韓国からの借用資
料の選定を終了している。特別展は、2003年度中に下記の経過をたどって2004年3
月31日より開催された。
2003年3月　国立忠北大学校において特別展および関連事業の詳細について協議。
2003年5月　国立忠北大学校において特別展および関連事業の開催にかかわる協約
　　　　　　書（案）を作成。
2003年7月　韓国借用資料の図録用写真撮影を実施。
2003年8月　以後、特別展図録および展示造作の制作に入る（業務委託：石井デザ
　　　　　　イン事務所）。
2003年10月　国内借用資料の図録用写真撮影を実施。
2003年12月　特別展および関連事業の開催にかかわる協約書を締結。署名は忠北大
　　　　　　学校総長申芳雄・忠北大学校博物館館長申榮祐・明治大学理事長長吉
　　　　　　泉・同総長栗田健・同学長山田雄一・明治大学考古学博物館館長小林
　　　　　　三郎。
2004年1月　韓国文化財庁より、韓国文化財の海外輸出許可。
　　　　　　忠北大学校にて特別展図録の編集会議を実施。
2004年3月　韓国借用資料の集荷作業を実施。国内借用資料の集荷作業を実施。展
　　　　　　示造作設置・展示列品作業終了。
2004年3月31日　明治大学博物館開館および特別展開幕の式典を催す。特別展関係
　　　　　　者として、忠北大学校総長申芳雄・忠北大学校博物館館長申榮祐・忠
　　　　　　北大学校教授李隆助ほかが参席。特別展図録を刊行。
2004年4．月1日　特別展一般公開。
2004年5月15・16日　特別展関連事業として特別展記念講演会および国際学術会議
　　　　　　SUYANGGAE　and　Her　Neighboursを開催。海外招聰研究者はタンザ
　　　　　　ニア1名・ポーランド1名・韓国3名。日本側研究者は6名参加。他
　　　　　　に紙上発表でアメリカ1名・ロシア1名。韓国随行員など9名参加。
　　　　　　国際学術会議資料集を刊行。
2004年5月31日　特別展閉幕。
2004年6月　韓国借用資料・国内借用資料の返却作業を実施。事業完了。
特別展関連制作物（造作を除く）一覧
　広報用ボスタ・一一一
　広報用チラシ
　ピンバッチ（ミュージアム・ショップにて販売：ステッカーと合わせて300円）
　ステッカー一一L（ミュージアム・ショップにて販売：ピンバッチと合わせて300円）
　特別展図録（ミュージアム・ショップにて販売：1500円）
　国際学術会議資料集（ミュージアム・ショップにて販売：2500円）
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（2）収集・保存
　2003年度は、資料購i入部会での協議を経て、銅鐸（四区袈裟裡文）1点を700万円で購
入した。また、新博物館常設展示資料として舟塚古墳出土人物埴輪、五領遺跡出土土器、
星糞峠黒耀石採掘趾群出土縄文土器のレプリカを制作・購入した。
（3）調査・研究
黒沢浩学芸員・島田和高学芸員による調査・研究成果は以下のとおりである。
　黒沢　浩「五領遺跡出土土器の再検討に向けて一「五領式土器」見直しへの序説一」
　　　　　『明治大学博物館研究報告』第9号　明治大学博物館事務室
　熊野正也・黒沢　浩「内藤家旧蔵の銅矛について」『明治大学博物館研究報告』第9
　　　　　号　明治大学博物館事務室
　　島田和高「田名向原遺跡No　4地点出土
　　　　　　住居状遺構についての一考察」
　　　　　　『田名向原遺跡ll』相模原市教
　　　　　　育委員会
　なお、島田学芸員は相模原市教育委員会
より田名向原遺跡研究会遺構部会臨時委員
の委嘱をうけ、上記論文を執筆した。
（4）その他
　黒沢浩学芸員退職（2004年4月1日付け
で、南山大学助教授に就任）
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